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ⅠⅠⅠⅠ 本学本学本学本学のののの概要概要概要概要

１１１１ 学部学部学部学部・・・・学科学科学科学科

医学部 医学科

看護学科

２２２２ 歴史歴史歴史歴史とととと特色特色特色特色

本学は、明治５(1872)年に古都京都に開設されたわが国屈指の長い歴史と伝統を誇る医科大学で

あり、開設以来、公立の医科大学として京都府民に親しまれ、その医療は大きな信頼を得ている。

また、平成20(2008)年４月には京都府公立大学法人・京都府立医科大学として、新しいスタート

を切り、京都府民の健康と生命を守る中核として、さらなる飛躍を目指しているところである。

医学科は、その出身者が10,000人を超え、京都府を中心として全国において医学の第一線で活躍

している。また、大学スタッフによる優れた研究成果は、わが国のみならず全世界からも高く評価

されている。さらに、多くの本学出身者が欧米をはじめとする諸外国において、活発な活動を行っ

ている。

昭和54(1979)年２月に策定された「京都府立医科大学整備構想」に基づき、昭和57(1982)年３月

には中央診療棟、同年11月には附属小児疾患研究施設（京都府こども病院）、昭和60(1985)年９月

には病棟(第１期)、平成元(1989)年８月には病棟(第２期)、臨床講義棟が完成した。平成２(1990)

年11月には附属脳・血管系老化研究センタ－が開設された。平成４(1992)年２月には附属図書館・

合同講義棟、平成８(1996)年６月には基礎医学学舎(第１期)、平成13(2001)年３月には基礎医学学

舎(第２期)が完成した。

看護学科は、明治22（1889）年の産婆教習所の開設に始まり、附属看護専門学校、医療技術短期

大学部などの変遷を経て、平成14（2002）年４月、医学部に設置された。出身者は9,000人を超え

京都府内の病院を中心に全国で看護の発展･充実に寄与している。本学科は、医療の高度化・専門

化をはじめ、少子高齢社会に対応できる看護職者として、人々の保健・医療・福祉の向上に貢献で

きる人材を育成することを目的としている。

本学は、公立の医科大学としての地域医療への貢献とともに、豊かな教養と深い知識、確かな技

術と最先端の研究成果を身につけた一流の医療人として、世界に通用する人材を育成している。

３３３３ 教育方針教育方針教育方針教育方針

（１）医学科

医学科では、６年一貫教育によるカリキュラムが実施されている。その中では、１・２学年で

教養教育が、２・３・４学年で基礎・社会医学教育が、３・４・５・６学年で臨床医学教育が行

われ、さらに、１学年から６学年までの全期間を通して総合講義の時間が設けられ、学際的内容

の講義が実施される。これらを通して、自ら考え学び探求する姿勢を身につけるとともに、調和

のとれた医師及び医学研究者となるにふさわしい人格を形成し、未来を担う者にとってふさわし

い水準の医学を積極的に習得することが求められる。教育方針は厳格を旨とするが、講義・実習

のみならず、課外の活動を通じても有意義な学生生活が送れるよう常に配慮している。
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（２）看護学科

看護学科では、心と技術と知識のバランスのとれた看護職者を育成するための教育を行う。教

育にあたっては、１学年から教養教育・専門基礎科目に加えて看護の基本となる専門教育を行い、

看護学の理論と実践が学年進行に応じて系統的に修得できるよう講義、演習、実習を展開してい

る。４学年後期には「看護学の統合と発展」の科目を開講し、より専門的で社会のニーズに対応

した最新の看護学教育を目指している。

４４４４ 望望望望ましいましいましいましい資質資質資質資質

（１）医学科

医学は、疾病の原因究明とその予防及び治療を目指す自然科学である。しかし、その対象が人

間である以上、人文科学、社会科学とも密接な関連を有する。したがって、幅広い視野と基礎力

を養っておくことが望まれる。それと同時に、長く厳しい医学の道を進むに適した強健な心身、

医学及び医療に対する深い関心と人間愛、社会に対する責任感と奉仕的精神、チ－ム医療を可能

にする安定した情緒と協調性が必要である。また、旺盛な知的探求心をもって生涯学習を続ける

決意をも必要とする。

（２）看護学科

看護学は、健康のあらゆるレベルにある個人及び家族への看護を追求する学問であり、実践科

学である。そのため、専門職者として、倫理観や感性に富んだ人間性が望まれる。また、専門的

知識・技術に基づいた判断力や実践力を有し、医療チームの中で看護を実践できる協調性、責任

感、そして健康な心身が必要である。さらに、卒業後も、自ら課題探求、研究していくために学

習を続ける意志を必要とする。
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ⅡⅡⅡⅡ 募集人員募集人員募集人員募集人員

募 集 人 員

学 科 入 学 定 員 一 般 選 抜 特 別 選 抜

前 期 日 程 後 期 日 程 推 薦 入 学

医 学 科 １０７ １００ ―
（注）

７

看 護 学 科 ８５ ４０ １０ ３５

(注）医学科は、後期日程の募集を行わない。

ⅢⅢⅢⅢ 入学者選抜方法等入学者選抜方法等入学者選抜方法等入学者選抜方法等

○本学の入学者選抜は、一般選抜と特別選抜（推薦入学）により実施する。

○一般選抜の個別学力検査等は、分離分割方式（前期日程及び後期日程）により実施する。

○本学の推薦入学、前期日程及び後期日程の併願は可能である。

【出願・受験上の注意】

○国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う大学を除く。以下同じ。）志願者は、前期日程、

後期日程及び公立大学中期日程からそれぞれ１つ、合計３つまでの大学に出願し、受験するこ

とができる。

○１つの国公立大学に入学手続を完了したときは、それ以後にこれを取り消して、他の国公立大

学へ入学手続をとることは認められない。

○推薦入学の合格者については、特別な事情により推薦入学の辞退を許可された者を除き、他に

出願済の国公立大学を受験しても、その大学の合格者とはならない。

ⅣⅣⅣⅣ 身体身体身体身体にににに障害障害障害障害をををを有有有有するするするする者者者者とのとのとのとの事前相談事前相談事前相談事前相談

本学に入学を志願する者のうち、身体に障害を有する者で受験上又は修学上特別の配慮を必要と

する者は、平成２２年１２月１５日（水）【看護学科特別選抜（推薦入学）については平成２２年

１０月１日（金）】までに本学学生部学生課入試担当まで問い合わせの上、文書で照会すること。



4

ⅤⅤⅤⅤ 医学科一般選抜医学科一般選抜医学科一般選抜医学科一般選抜（（（（前期日程前期日程前期日程前期日程））））

１１１１ 募集人員募集人員募集人員募集人員 １００名

２２２２ 出願資格出願資格出願資格出願資格

入学を志願できる者は、平成２３年度大学入学者選抜大学入試センタ－試験（以下、「大学入試

センタ－試験」という。）で本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該

当するものとする。

（１）高等学校若しくは中等教育学校（以下、「高等学校等」という。）を卒業した者及び平成

２３年３月卒業見込みの者

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び平成２３年３月修了見込みの者

（３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び平成２３年３月３１日まで

に修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者及び平成２３年３月３１日までに修了見込みの者

（５）文部科学大臣の指定した者

（６）高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

及び平成２３年３月３１日までに合格見込みの者で平成２３年３月３１日までに１８歳に達す

るもの

（７）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び平成２３年３月３１日までに修了見込みの者

（８）その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者 （注）

（注）出願資格（８）による入学資格の認定を申請する者は、平成２２年８月２３日（月）まで

に本学学生部学生課入試担当まで問い合わせの上、文書で照会すること。

３３３３ 入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法

（１）第１段階選抜

入学志願者数が募集人員の４倍を超えた場合は、大学入試センタ－試験の成績により第１段

階選抜を行い、募集人員の約４倍の合格者を決定する。

（２) 第１段階選抜に用いる大学入試センタ－試験の配点は、次のとおりである。

国 語 地理歴史･公民 数 学 理 科 外 国 語 計

２００ １００ ２００ ２００ ２００ ９００

（注）１ 地理歴史及び公民の２教科を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

２ 理科については、物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰから２科目の受験が必要である。３科目

を受験した場合は、高得点の２科目の成績を採用する。

３ 外国語において英語を受験した場合（リスニングテストを免除された場合を除

く。）は、筆記試験及びリスニングテストの合計得点を５分の４に圧縮する。



5

（３）第２段階選抜

第１段階選抜の合格者について、大学入試センタ－試験、本学が実施する第２次学力試験及

び面接の成績並びに出身学校長から提出された調査書を基にして第２段階選抜を行う。

（４）第２次学力試験及び面接

ア 試験日 第２次学力試験 平成２３年２月２５日（金）

面接 平成２３年２月２６日（土）

イ 第２次学力試験の実施教科・科目及び試験時間

教科名 科 目 等 試験時間

数 学 数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ １２０分

理 科 （「物理Ⅰ・物理Ⅱ」、「化学Ⅰ・化学Ⅱ」、「生物Ⅰ １５０分

・生物Ⅱ」）から２科目選択

英 語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リ－ディング・ライティング １２０分

（注）１ 数学Ｂは「数列、ベクトル」、数学Ｃは「行列とその応用、式と曲線」の内容を出

題範囲とする。

２ 物理Ⅱは、「力と運動」「電気と磁気」「物質と原子」の内容を出題範囲とする。

また、「原子と原子核」において扱われている諸項目についても、出題の素材とする

ことはあり得る。

３ 化学Ⅱは、「物質の構造と化学平衡」「生命と物質」の内容を出題範囲とする。

４ 生物Ⅱは、「生物現象と物質」の内容を出題範囲とする。また、「生物の分類と進化」

「生物の集団」において扱われている諸項目についても、基本的な内容を出題の素材

とすることはあり得る。

ウ 面接

第２次学力試験の受験者全員に対し行い、医師及び医学研究者となるにふさわしい資質、

適性を評価する。

なお、面接試験の結果によって、医師及び医学研究者となるにふさわしい資質、適性を欠

くと判断されれば、大学入試センター試験及び第２次学力試験の成績にかかわらず不合格と

する。

（５）第２段階選抜に用いる大学入試センタ－試験及び第２次学力試験の配点

大 学 入 試 セ ン タ － 試 験 第２次学力試験

面 接 総 計

国 語 地理歴史･公民 数 学 理 科 外国語 数 学 理 科 英 語

１００ ５０ １００ １００ １００ ２００ ２００ ２００ ― １０５０

（注）大学入試センター試験の各科目の得点は２分の１に圧縮する。

４４４４ そのそのそのその他他他他

第２次募集は行わない。
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ⅥⅥⅥⅥ 医学科特別選抜医学科特別選抜医学科特別選抜医学科特別選抜（（（（推薦入学推薦入学推薦入学推薦入学））））

１１１１ 募集人員募集人員募集人員募集人員 ７名

２２２２ 出願資格及出願資格及出願資格及出願資格及びびびび推薦条件推薦条件推薦条件推薦条件

次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、以下①～④のすべての要件を備

え、学校長が責任を持って推薦できる者

（１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を、平成１９年３月以降に卒業した者又は平成

２３年３月に卒業見込みの者

（２）高等学校若しくは中等教育学校を、平成１９年３月以降に卒業した者又は平成２３年３月に

卒業見込みの者のうち、当該高等学校若しくは中等教育学校を卒業前１年以上引き続き京都府内

に住所を有する者又は保護者が平成２２年４月１日以前から引き続き京都府内に住所を有する者

＜注１＞

（３）本学において、（１）又は（２）の者と同等以上の学力があり、（１）又は（２）の「京都

府内」要件に照らして適当と認めた者＜注２＞

① 高等学校若しくは中等教育学校後期課程における調査書学習成績概評がＡ又は○Ａ段階に属す

る者で、人物、学力ともに優秀であり、将来、医学の分野において社会に貢献する意欲のある者

② 平成２３年度大学入学者選抜大学入試センター試験（以下、「大学入試センター試験」とい

う。）において、本学が指定する５教科７科目を受験する者

③ 京都府が設定する奨学金を受給し、本学卒業後、一定期間京都府が指定する医療機関において

研修及び勤務することを確約できる者＜注３＞

④ 合格した場合本学に必ず入学することを確約できる者

＜注１＞

保護者とは、親権を行う者又は後見人若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大学長が

認める者をいう。

＜注２＞

（３）による場合は、平成２２年８月２３日（月）までに、本学との事前協議が必要である。

事前に学生課入試担当へ連絡のこと。（電話075-251-5167）

＜注３＞

本推薦入試は、平成１９年８月文部科学省等の関係省庁連絡会議でとりまとめられた「緊急

医師確保対策」に基づくものであり、入学者全員に対し、京都府が設定する奨学金制度が用意

されている。

この奨学金は、本学卒業後に、本学における３箇年の研修（卒後臨床研修医、前期専攻医、後

期専攻医の何れか、又はその組み合わせ）を含め、京都府が指定する医療機関で９年間以上、

研修及び勤務することを条件とするものであり、本推薦選抜による入学者は、本奨学金を受給

し積極的に京都府の地域医療への貢献が期待される。

なお、本推薦入試枠は奨学金の受給と京都府が指定する医療機関での勤務を条件に認められ

ているものであり、推薦者及び被推薦者は、この点を十分に理解した上で推薦、出願すること。

＜その他＞

本推薦選抜の出願者は、本学の推薦選抜に不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公

立大学の一般選抜に出願することができる。

なお、本学の一般選抜に出願する場合は、推薦選抜の出願とは別に出願が必要である。
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３３３３ 入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法

大学入試センター試験の成績、本学が実施する小論文及び面接の結果並びに推薦学校長から提出

された推薦書及び調査書並びに志望理由書を総合的に判定して行う。

（１）大学入試センター試験

入学者選抜の際に用いる大学入試センター試験の利用教科・科目及び配点は、次のとおりで

ある。総配点９００点中７６５点以上の者のみを入学者選抜の対象とする。

大学入試センター試験の利用教科・科目名 配 点

国 語 「国語」 必須 ２００

地理歴史 「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」、「現代社会」、
１００

・公 民 「倫理」、「政治・経済」 から１科目

「数学Ⅰ・数学Ａ」 必須

数 学 ２００

「数学Ⅱ・数学Ｂ」 必須

理 科 「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」 から２科目 ２００

外 国 語 「英語」 必須 ２００

合 計 ９００

（注）１ 大学入試センター試験において、国語、地理歴史・公民及び外国語並びに数学２科目

及び理科２科目の５教科７科目を受験しなければならない。英語は、リスニングテスト

を免除された場合を除き、筆記試験及びリスニングテストのいずれも受験しなければな

らない。

２ 地理歴史及び公民の２教科を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

３ 理科の３科目を受験した場合は、高得点の２科目の成績を採用する。

４ 英語は、リスニングテストを免除された場合を除き、筆記試験及びリスニングテストの合計

得点を５分の４に圧縮する。

（２）小論文

① 試験日 平成２３年１月２９日（土）

（３）面接

① 試験日 平成２３年１月２９日（土）午後又は１月３０日（日）

② 面接は、医師となるにふさわしい資質・適性に加えて、京都府の地域医療に貢献する意欲を

評価する。

③ 面接を欠席した者は、不合格とする。

④ 面接の集合時刻や会場など詳細については、受験票を送付する際に併せて通知する。
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ⅦⅦⅦⅦ 看護学科一般選抜看護学科一般選抜看護学科一般選抜看護学科一般選抜（（（（前期前期前期前期・・・・後期日程後期日程後期日程後期日程））））

１１１１ 募集人員募集人員募集人員募集人員

（１）前期日程試験 ４０名

（２）後期日程試験 １０名

２２２２ 出願資格出願資格出願資格出願資格

入学を志願できる者は、平成２３年度大学入学者選抜大学入試センタ－試験（以下、「大学入試

センタ－試験」という。）で本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該

当するものとする。

（１）高等学校若しくは中等教育学校（以下、「高等学校等」という。）を卒業した者及び平成

２３年３月卒業見込みの者

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び平成２３年３月修了見込みの者

（３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び平成２３年３月３１日まで

に修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者及び平成２３年３月３１日までに修了見込みの者

（５）文部科学大臣の指定した者

（６）高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

及び平成２３年３月３１日までに合格見込みの者で平成２３年３月３１日までに１８歳に達す

るもの

（７）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び平成２３年３月３１日までに修了見込みの者

（８）その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者 （注）

（注）出願資格（８）による入学資格の認定を申請する者は、平成２２年８月２３日（月）まで

に本学学生部学生課入試担当まで問い合わせの上、文書で照会すること。

３３３３ 入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法

（１）第１段階選抜

入学志願者数が募集人員の前期日程試験については５倍、後期日程試験については１０倍

を超えた場合は、大学入試センタ－試験の成績により第１段階選抜を行い、募集人員の前期

日程試験については約５倍、後期日程試験については約１０倍の合格者を決定する。

（２）第１段階選抜に用いる大学入試センタ－試験の配点は、次のとおりである。

国 語 地理歴史･公民 数 学 理 科 外 国 語 計

２００ １００ １００ １００ ２００ ７００
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（注）１ 地理歴史及び公民の２教科を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

２ 数学の２科目を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

３ 理科を２科目以上受験した場合は、最も高得点の科目の成績を採用する。

４ 外国語（英語）については、リスニングテストを免除された場合を除き、筆記試験

及びリスニングテストの合計得点を５分の４に圧縮する。

（３）第２段階選抜

第１段階選抜の合格者について、大学入試センタ－試験、本学が実施する第２次学力試験及

び面接の成績並びに出身学校長から提出された調査書を基にして第２段階選抜を行う。

（４）第２次学力試験及び面接

ア 試験日

（ア）前期日程試験 平成２３年２月２５日（金）

（面接は、第２次学力試験の終了後に行う。）

（イ）後期日程試験 平成２３年３月１２日（土）

（面接は、第２次学力試験の終了後に行う。）

イ 第２次学力試験の実施教科・科目及び試験時間

教 科 名 内 容 等 試 験 時 間

小 論 文 課題に基づいて論述させ､理解力､思考力及び表 ９０分

現力を見る（英文による出題を含む）。

ウ 面接

第２次学力試験の受験者全員に対し行い、看護職者となるにふさわしい資質、適性を評価

する。

なお、面接試験の結果によって、看護職者となるにふさわしい資質、適性を欠くと判断さ

れれば、大学入試センター試験及び第２次学力試験の成績にかかわらず不合格とする。

（５）第２段階選抜に用いる大学入試センタ－試験及び第２次学力試験の配点

大 学 入 試 セ ン タ － 試 験 第２次学力試験

面 接 総 計

国 語 地理歴史･公民 数 学 理 科 外国語 小 論 文

２００ １００ １００ １００ ２００ １００ ― ８００

４４４４ そのそのそのその他他他他

第２次募集は行わない。
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ⅧⅧⅧⅧ 看護学科特別選抜看護学科特別選抜看護学科特別選抜看護学科特別選抜（（（（推薦入学推薦入学推薦入学推薦入学））））

１１１１ 募集人員募集人員募集人員募集人員 ３５名（各校の推薦は２名以内とする。）

２２２２ 出願資格及出願資格及出願資格及出願資格及びびびび推薦条件推薦条件推薦条件推薦条件

次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、以下①～③のすべての資格・要

件を備え、健康で学力、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦できる者

（１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を平成２３年３月に卒業見込みの者

（２）高等学校若しくは中等教育学校を平成２３年３月に卒業見込みの者で、本人又は保護者が平

成２２年４月１日以前から引き続き京都府内に住所を有する者

（３）本学において、相当の年齢に達し、高等学校若しくは中等教育学校を平成２３年３月に卒業

見込みの者と同等以上の学力があり、（１）又は（２）の「京都府内」要件に照らして適当と

認めた者

① 本学卒業後、京都府立医科大学附属病院をはじめとする京都府内の医療機関等において、看

護職者として保健・医療及び福祉に貢献しようとする強い意志を有する者

② 調査書の全体の評定平均値が4.0以上である者

③ 合格した際に入学を確約できる者

（注）１ （３）による場合は、平成２２年８月２３日（月）までに、本学との事前協議が必要

である。（事前に、学生課入試担当へ連絡のこと。電話 075-251-5167）

２ 保護者とは、親権を行う者又は後見人若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大

学学長が認める者をいう。

３３３３ 入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法入学者選抜方法

入学者の選抜は、小論文及び面接の結果並びに出身学校長から提出された推薦書及び調査書を基

にして行う。

（１）試験日 平成２２年１１月２８日（日）

（面接は、小論文試験の終了後に行う。）

（２）試験科目及び面接

ア 小論文（９０分）

課題（英文による出題を含む）に基づいて論述させ、理解力、思考力及び表現力を見る。

イ 面接

看護職者となるにふさわしい資質、適性を評価する。
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ⅨⅨⅨⅨ 募集要項等募集要項等募集要項等募集要項等のののの交付交付交付交付

一般入学者選抜に関する細目を記載した募集要項及び出願書類は、１１月上旬から交付する予定

である。出願書類の郵送を希望する者は、次の方法で請求すること。

なお、特別選抜（推薦入学）の募集要項は、医学科については１１月上旬以降に、看護学科につ

いては７月中旬以降に、京都府内の各高等学校長等に送付する。

（１）大学のホームページから請求する場合

本学のホームページからテレメールを利用して大学案内及び募集要項等の資料請求ができる。

【ＨＰアドレス】http://www.kpu-m.ac.jp/

（２）テレメールで請求する場合

①自動音声応答電話またはインターネットを利用する。

インターネット http://telemail.jp ※携帯電話でＱＲコードを読み取り、アクセ

(携帯電話・パソコン) ※パソコン、携帯電話各社共通アドレス スした場合は資料請求番号の入力は不要

自動音声応答電話 IP電話 050-8601-0101 (24時間受付)

※ＩＰ電話への通話料金は、一般電話回線からは日本全国どこでも、３分毎に約１１円です。

②資料請求番号（６桁）をプッシュまたは入力する。

資 料 名 資料請求番号 送 料

大学案内 ５６４７１２ ２４０円

入学者選抜要項 ５８４７１２ １２０円

入 学 者 選 抜 要 項＋大学案内 ５６４７０２ ２４０円

医学科一般選抜募集要項＋大学案内 ５４４７２２ ２４０円

看護学科一般選抜募集要項＋大学案内 ５４４７１２ ３９０円

③音声ガイダンスに従って登録する。

（３）郵便局で請求する場合（１０月から案内開始）

郵便局（普通局、特定局）に設置されている「国公私立大学・短期大学及び通信教育課程、大

学校募集要項（願書）請求申込書」（郵便局用願書請求カタログ）に必要事項を記入の上、送料

と払込手数料１２０円を添えて、最寄りの郵便局の窓口で申込む。受付から１週間程度で送付さ

れる。

なお、請求申込書は高等学校で入手できる場合もある。

（（（（１１１１）（）（）（）（２２２２）（）（）（）（３３３３））））のののの請求方法請求方法請求方法請求方法についてのについてのについてのについての問合問合問合問合せせせせ先先先先

テレメールカスタマーセンターテレメールカスタマーセンターテレメールカスタマーセンターテレメールカスタマーセンター TelTelTelTel ０５００５００５００５０－－－－８６０１８６０１８６０１８６０１－－－－０１０２０１０２０１０２０１０２（（（（9999::::30303030～～～～18181818::::00000000））））

（４）大学に直接請求する場合

【請求先】〒602-8566 京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５番地

京都府立医科大学学生部学生課入試担当

郵便番号、住所及び氏名を明記の上、下記料金の郵便切手を貼った返信用封筒（角型封筒２号、

33.2㎝×24.0㎝）を同封し、希望する資料名（例：「看護学科一般選抜募集要項請求」）を朱書きし

て本学学生課入試担当あてに請求すること。

＜返信用封筒に貼付する切手＞

・要項１種類のみ…240円

・要項１種類及び大学案内…390円

※要項を複数請求する場合は学生課入試担当（TEL 075-251-5167）に問い合せること。
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平成２３年度入学者選抜における実施方法の変更概要

学科・選抜区分等 変 更 内 容

医学科推薦入学 ○募集人員

【２２年度入試】７名（各校の推薦は２名以内とする。）

↓

【２３年度入試】７名

※各校の推薦人数枠を廃止



教科 教科等 科目名等
２段階
選抜

試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語
総合
問題

小論文 面接 調査書
配点
合計

医学部 前期 国 国 数 数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ･数Ｃ 約４倍 センター試験 100 100 100 100 450 推薦

医学科 2月25日 地歴 世Ｂ､日Ｂ､地理Ｂ 理 物Ⅰ･物Ⅱ、化Ⅰ･化Ⅱ、生Ⅰ･生Ⅱ  から２ 個別学力検査 200 200 200 ※ 600

　 2月26日 公民 現社、倫、政経 外 英Ⅰ･英Ⅱ･リーディング・ライティング 計 100 300 300 300 1050 追加合格

入学定員 前期 100名 数Ⅰ･数Ａ その他

107名 その他7名
数Ⅱ･数Ｂ､
工､簿､情報

　から１

理 物Ⅰ、化Ⅰ、生Ⅰ 　から２

外 英､独､仏､中､韓 　から１

（3.2倍）
　

医学部 前期 国 国 その他 前期 センター試験 200 100 100 200 700 推薦

看護学科 2月25日 地歴
世Ａ､世Ｂ､日Ａ､日
Ｂ､地理Ａ､地理Ｂ

約５倍 個別学力検査 100 ※ 100

公民 現社、倫、政経 計 200 100 100 200 100 800 追加合格

入学定員 前期　40名   

85名 後期　10名 後期 後期

その他35名 3月12日 理 物Ⅰ､化Ⅰ､生Ⅰ 　から１  約10倍  

外 英

（2.8倍） 　  

注Ⅰ　大学入試センター試験の利用教科・科目名について

１　「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」を選択できる者は、高等学校等でこれらの課程を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限る。

２　「地理歴史」・「公民」において、２教科を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

３　看護学科（前期・後期日程）の受験者が、「数学」において２科目を受験した場合は、高得点の科目の成績を採用する。

４　医学科（前期日程）の受験者が、「理科」において３科目を受験した場合は、高得点の２科目の成績を採用する。

５　看護学科（前期・後期日程）の受験者が、「理科」において２科目以上を受験した場合は、最も高得点の科目の成績を採用する。

６　英語は、リスニングテストの成績を利用する。

７　過年度の大学入試センター試験の成績は利用しない。

注Ⅱ　個別学力検査等について

１　数学Ｂは「数列、ベクトル」、数学Ｃは「行列とその応用、式と曲線」の内容を出題範囲とする。

２　物理Ⅱは、「力と運動」「電気と磁気」「物質と原子」の内容を出題範囲とする。また、「原子と原子核」において扱われている諸項目についても、出題の素材とすることはあり得る。

３　化学Ⅱは、「物質の構造と化学平衡」「生命と物質」の内容を出題範囲とする。

４　生物Ⅱは、「生物現象と物質」の内容を出題範囲とする。また、「生物の分類と進化」「生物の集団」において扱われている諸項目についても、基本的な内容を出題の素材とすることはあり得る。

※面接試験の結果によって、医師及び医学研究者となるにふさわしい資質、適性を欠くと判
　断されれば、大学入試センター試験及び第２次学力試験の成績にかかわらず不合格とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

(平成22年度志願倍率)

小論文（課題に基づいて論述させ、理解力、
思考力及び表現力を見る（英文による出題を
含む。）。）

面接（医師及び医学研究者となるにふさわし
い資質、適性を評価する。）

　から１

科目名等

　        　(５教科７科目)

　から１

その他の選
抜方法等

100

100

50

50

数

  　(５教科５科目)

平成平成平成平成２３２３２３２３年度京都府立医科大学入学者選抜年度京都府立医科大学入学者選抜年度京都府立医科大学入学者選抜年度京都府立医科大学入学者選抜のののの実施教科実施教科実施教科実施教科・・・・科目等科目等科目等科目等についてについてについてについて

学力検査
等の区
分・日

程

個別学力検査等 大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等
大学入試センター試験の

利用教科・科目名

※面接試験の結果によって、看護職者となるにふさわしい資質、適性を欠くと判断されれ
　ば、大学入試センター試験及び第２次学力試験の成績にかかわらず不合格とする。

数
数Ⅰ､数Ⅰ･数Ａ､
数Ⅱ､数Ⅱ･数Ｂ､
工､簿､情報

　から１

面接（看護職者となるにふさわしい資質、適
性を評価する。）13



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   入 学 者 選 抜 に 関 す る 問 合 せ 先 

 

   〒６０２－８５６６ 
   京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５番地 
   京都府立医科大学学生部学生課入試担当 
    電話番号  ０７５－２５１－５１６７（直通） 
 

  問合せは、やむをえない場合を除き、志願者本人が行うこと。 

河
原
町
通

広小路通

市バス「府立医大病院前」
バス停

鴨
 

川

河原町
キャンパス

大学門

病院門

北門
キャンパスマップ

広小路
キャンパス

学生課入試担当
（学生部棟１階）
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